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日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
学
分
野
に
お
け
る
国
際
学
術
交
流
と
し
て
40
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る

﹁
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム※
１

﹂
が
、
２
０
２
３
年
11
月
９
日
︵
木
︶
に
慶
應
義
塾
大

学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
法
学
部
と
法
務
研
究
科
の
共
催
に
て
開
催
さ
れ
た
。
直
近
の
開
催
は

２
０
１
６
年
11
月
で
あ
り※
２

、
約
７
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
２
０
１
９
年
ま
で
は
ブ
ラ
ジ

ル
を
は
じ
め
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら
専
門
家
を
招
聘
し
て
個
別
講
演
会
や
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
の
交
流
が
大
き
く
中
断
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
今
回
の
開
催
に
よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
対
面
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
復
活
し
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
、
こ
こ
に
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
歴
史
と
伝
統
を
再
び
紡
ぐ
こ

と
が
で
き
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
に
加
え
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
立
大
学
と
の
交
流
や
、
新
し
い
法
分
野
の
追
加
、
他
大
学
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
追
加
が
あ
っ
た
。
比
較
民
事
訴
訟
法
の
専
門
家
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
す
る
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
州
立
大
学
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ブ
ラ
ウ
教
授
の
協
力
を
得
て
、﹁
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
﹂
で
は
お
な
じ
み
の
法
分
野
で
あ
る
消
費
者
法
と
手
続
法
に
加
え
て
、
障
害
者
・
高

齢
者
法
と
家
族
法
を
追
加
し
た
。
い
ず
れ
も
ブ
ラ
ジ
ル
法
の
先
進
性
が
際
立
つ
分
野
で
あ
り
、

日
本
法
改
正
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
へ
出
て
、

平
成
国
際
大
学
お
よ
び
広
島
大
学
に
て
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。
こ

う
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
法
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
日
本
の
各
地
に
届
け
ら
れ
、
両
国
の
研
究
者
・
実

務
家
の
探
究
心
を
刺
激
で
き
た
と
す
れ
ば
、
企
画
者
の
一
人
と
し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。
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